
【改訂事由種別】　　(１) 【計画目標】の見直し　　(2) 【主な取組】の見直し　　(3) 【数値目標】の見直し　　(4) 【関連計画】の追加

担当課
まちづくりの
基本方向

改訂
事由

現行 改訂後（案） 改訂理由
選挙
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重点
課題

社会
情勢

まちづくり
ビジョン
該当頁

建設企画課
都市創造課

【1-1】広域的
な交通基盤の
整備

⑷

【関連計画】
米子市国土強靭化地域計画

【関連計画】
米子市都市計画マスタープラン
米子市国土強靭化地域計画

現行では関連計画の記載がなかっ
たことから、追加するもの。 ― ― ― 13頁

都市整備課
都市創造課

【1-3】調和の
とれた土地利
用の実現

⑴
⑵
⑷

【計画目標】
①中心市街地と郊外の一体的な発展をめざします。

【主な取組】
①中心市街地と郊外の一体的な発展
・「米子市都市計画マスタープラン」に沿った土地利用の推進
・中心市街地の土地利用の見直しや交通の利便性の高い駅周辺などを地域の拠点とす
るような土地利用の推進

【関連計画】
米子市都市計画マスタープラン

【計画目標】
①中心市街地と郊外の一体的な発展をめざします。
②都市公園の有効活用を推進します。

【主な取組】
①中心市街地と郊外の一体的な発展
・「米子市都市計画マスタープラン」に沿った土地利用の推進
・中心市街地の土地利用の見直しや交通の利便性の高い駅周辺などを地域の拠点とするよう
な土地利用の推進
②都市公園の有効活用を推進
・本市のまちづくり計画と調和のとれた利活用の推進
・地域住民等の利用者ニーズに基づいた利活用の推進
・地域住民や民間事業者等と連携した利活用の推進

【関連計画】
米子市都市計画マスタープラン
米子市まちなかウォーカブル推進計画
米子市緑の基本計画
皆生温泉まちづくりビジョン

本市における、まちづくり計画の推
進、民間活力導入の全国的な推進
などにより、都市公園を取り巻く環境
は日々変化しており、都市公園の有
効活用を図る必要があるため【計画
目標】などを見直すもの。

〇 ― ― 15頁

都市整備課
都市創造課

【1-4】米子駅
周辺整備の推
進

⑷ ―

【関連計画】
米子市都市計画マスタープラン
米子市国土強靭化地域計画

現行では関連計画の記載がなかっ
たことから、追加するもの。

〇 ― ― 16頁

調査課
情報政策課
総合政策課
市民二課

【2－10】
Society 5.0の
実現に向けた
技術の活用

⑴
⑵
⑶

【計画目標】
①市民サービス向上を図るため、AIを活用したサービスを提供します。
②市が保有する統計的な情報や電子地図情報の提供サービスを推進します。

【主な取組】

【計画目標】
①DX（デジタルトランスフォーメーション）推進計画に基づき、市民の利便性向上と業務の効率
化を図ります。

【主な取組】
①自治体DXの推進
・マイナンバーカードの普及促進と利活用の推進
・行政手続のオンライン化の推進
・データ利活用の推進
・地域社会におけるDXの推進（公共交通、農業、産業分野など）
・デジタルデバイド対策の推進

　

　

社会情勢の変化などを踏まえて、令
和4年3月に新たに策定した「DX推進
計画」を新たな計画目標とするもの。
なお、改訂前の計画目標である①②
は本計画に含まれるため、計画目標
を一本化する。
また、主な取組には、同計画の内、
特に市民生活に影響する重点項目
を加えるとともに、改訂前の数値目標
①②に代わり、今後より市民に必要と
される「電子申請サービス」の手続数
を新たな数値目標とする。
数値目標については、令和3年度末
時点で、69手続が利用可能だが、市
民の利便性向上と業務の効率化をさ
らに推進する必要があり、電子申請
導入時の内部調査において「実施予
定」又は「継続検討」とした、計150手
続きを目標値とする。

※他市町村の状況：鳥取市が309手
続と突出しているが、近隣市町村及
び他県の同規模の市では数件から
数十件である。

― 〇 〇 28頁

― 17頁

「米子市まちづくりビジョン」基本計画(R2～R6）における中間改訂の項目一覧

都市創造課
総合政策課

【1-5】中心市
街地のにぎわ

い創出

【主な取組】
③「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成
・ウオーカブル推進事業(1)の検討
・「中海・錦海かわまちづくり計画」に基づくまちづくりの推進

⑷

【主な取組】
③「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成
・歩いて楽しいまちづくり（ウオーカブル推進事業(1)）の検討　推進
・「中海・錦海かわまちづくり計画」に基づくまちづくりの推進
・新鳥大病院の整備と連動したまちづくりの推進

（ウオーカブル推進事業）
令和4年度に道路の美装化、道路線
形の改良等を実施予定であり、検討
から推進に表現を修正するもの。
（鳥取大学新病院）
新鳥大病院が2030年に建設される
予定であり、本市のまちづくりに連動
した取組の推進を新たに追加するも
の。

〇 〇
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【改訂事由種別】　　(１) 【計画目標】の見直し　　(2) 【主な取組】の見直し　　(3) 【数値目標】の見直し　　(4) 【関連計画】の追加
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こども施設課
　【3-5】学
校施設の整
備・充実

⑵

【主な取組】
①学校施設の整備・充実
・学校施設の大規模改修等による長寿命化

【主な取組】
①学校施設の整備・充実
・学校施設の大規模改修等による長寿命化
・校庭芝生化の推進

校庭芝生化については令和４年度
から事業を実施しており、また市
長公約や部局の重点課題と目標に
も位置づけられていることから、
このたび追加するもの。

〇 〇 33頁

学校給食課
　【3-7】ふ
るさと教育の
推進

⑵

【主な取組】
①ふるさと米子に学び、ふるさとへの愛着や誇りをもつ人材の育成
・米子の豊かな自然や歴史・文化遺産、先人の業績などを学ぶふるさと教育の充
実
・ボランティア活動等を通じた地域の一員としての社会参画意識の醸成
・職場体験学習等通じた、キャリア教育の充実
・高等学校などと連携したふるさと教育の推進
・地元企業や民間団体と連携したふるさと教育の充実

【主な取組】
①ふるさと米子に学び、ふるさとへの愛着や誇りをもつ人材の育成
・米子の豊かな自然や歴史・文化遺産、先人の業績などを学ぶふるさと教育の充実
・ボランティア活動等を通じた地域の一員としての社会参画意識の醸成
・職場体験学習等通じた、キャリア教育の充実
・高等学校などと連携したふるさと教育の推進
・地元企業や民間団体と連携したふるさと教育の充実
・学校給食における食育の推進

児童生徒がふるさとへの誇りや愛
着、地域の自然、文化、産業など
に関する理解を深めるため学校給
食における食育の推進を行ってお
り、このたび新たに追加すること
が適当であると考えるもの。

〇 〇 ― 35頁

経済戦略課
【4-4】雇用
の安定と確保

⑴
⑵

【計画目標】
①地元企業や国・県・学校関係者等との連携を図り、新規学卒者の就職活動前・
就職
　活動中・就職後の各段階において継続的な就労支援を行います。
②働く意欲のあるすべての人が就労できる生涯現役社会の実現に努めます。

【計画目標】
①地元企業や国・県・学校関係者等との連携を図り、新規学卒者の就職活動前・就職
　活動中・就職後の各段階において継続的な就労支援を行います。
②働く意欲のあるすべての人が就労できる生涯現役社会の実現に努めます。
③就業者及び離職者の学び直しによる職業能力の向上を推進します。

　

③就業者及び離職者の職業能力の向上の促進
　・職業能力の開発及び向上に必要な講座等の受講費用等の補助

市長公約
5-5　学び直しへの支援による追
加するもの。
【数値目標】
R2：0件（実績）
R3：29件（実績）
R4：90件（実績見込み）
R5：100件
R6：110件
合計　329件

〇 ― 〇 37頁

観光課

【4-6】地域
資源を活用し
た観光施策の
推進

⑵

【主な取組】
①地域資源を活用した観光誘客の促進
・米子城跡・城下町観光の推進
・中海の利活用の推進
・サイクリングを活用した誘客促進
・マリンアクティビティ等のコンテンツ創出（再掲）
・淀江地域の史跡など歴史的資源の活用
・案内看板やトイレ等の観光インフラの整備

【主な取組】
①地域資源を活用した観光誘客の促進
・米子城跡・城下町観光の推進
・中海の利活用の推進
・サイクリストの聖地化に向けた誘客促進
・マリンアクティビティ等のコンテンツ創出（再掲）
・淀江地域の史跡など歴史的資源の活用
・案内看板やトイレ等の観光インフラの整備

選挙公約「7-1サイクリストの聖
地化事業の推進」に合わせ、項目
を追加するもの。現在、鳥取県や
近隣市町村等と連携を図り、ナ
ショナルサイクルルート認定に向
けた取組を推進している。

〇 ― 41頁

秘書広報課

【4-12】シ
ティプロモー
ションの推進
と関係人口の
拡大

⑶

【主な取組】
①シビックプライドの醸成と本市認知度の向上
・市民や地元企業、団体等との有機的な連携による地域情報の発信
・本市の様々な情報を盛り込んだメールマガジンの配信、SNS等を活用した発信
・ふるさと教育と連携した郷土愛の醸成

【主な取組】
①シビックプライドの醸成と本市認知度の向上
・市民や地元企業、団体等との有機的な連携による地域情報の発信
・本市の様々な情報を盛り込んだメールマガジンの配信、SNS等を活用した発信
・ふるさと教育と連携した郷土愛の醸成

数値目標設定当初は、SNSのうち
Facebookのみをカウントすること
としていたが、実際の運用に当
たってはTwitter、line等の多様
なSNSの特性を生かして発信をす
ることが合理的であり、今後は複
数媒体の合計数を報告するととも
に、併せて目標値の上方修正をす
るもの。

※R3実績：SNS、649件
　　　　 ：メルマガ15,317人

― 〇 ― 48頁

中間改訂内容
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【改訂事由種別】　　(１) 【計画目標】の見直し　　(2) 【主な取組】の見直し　　(3) 【数値目標】の見直し　　(4) 【関連計画】の追加
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スポーツ振興課

【6-1】すべて
の人がスポー
ツに親しむこと
のできる環境
づくり

⑵

【主な取組】
②スポーツを楽しむ環境の整備
・老朽化対応及び時代のニーズに合わせたスポーツ施設の改修
・学校体育施設の開放

【主な取組】
②スポーツを楽しむ環境の整備
・老朽化対応及び時代のニーズに合わせたスポーツ施設の改修
・共生社会の実現に寄与する鳥取県と共同での新体育館整備の推進
・学校体育施設の開放

市長公約7-2の市、県の共同による
新体育館整備事業を進めていること
から、項目を追加するもの。 〇 〇 ― 53頁

住宅政策課
【7-2】総合的
な住宅政策の
推進

⑷

【関連計画】
米子市空家等対策計画
米子市営住宅長寿命化計画
地域住宅計画（米子市域）

【関連計画】
米子市空家等対策計画
米子市営住宅長寿命化計画
地域住宅計画（米子市域）
米子市国土強靭化地域計画

空き家対策に関する取組について、
米子市国土強靭化地域計画（令和3
年3月改訂）に新規追加されたため、
このたび関連計画に追加するもの。 〇 〇 ― 58頁

下水道企画課
【7-4】総合的
な生活排水対
策の推進

⑵
⑶

【主な取組】
①生活排水対策の早期概成
・公共下水道事業計画区域内の新規管きょの整備（毎年60ヘクタール）
・公共下水道の早期整備が困難な区域における合併処理浄化槽の普及促進

【数値目標】

【主な取組】
①生活排水対策の早期概成（令和８年度末　汚水処理人口普及率95％達成）
・公共下水道事業計画区域内の新規管きょの整備促進（毎年60ヘクタール）
・公共下水道の早期整備が困難な区域における合併処理浄化槽の普及促進

【数値目標】

【95％達成を追加する理由】
国が定める令和8年度末時点での汚
水処理人口普及率95％の目標を本
市も目標値として定めていることか
ら、追記するもの。

【毎年60haを削除する理由】
汚水処理人口普及率95％達成のた
め令和８年度末までに整備が必要な
面積を精査したほか、今後の施工に
は住民生活への支障や安全の確保
を考慮して進める必要があるため、
従前の整備目標の60haと大きく乖離
することから削除するもの。

【管きょ調査延長を15ｋｍに修正する
理由】
本ビジョン策定時において、ストック
マネジメント計画で定める必要な管
きょ調査（カメラ調査）の延長を計画
年数で除した35ｋｍを目標値として定
めていたが、精査した結果、目標値
設定期間中（令和６年度末）に調査
が必要な管きょ延長は１５ｋｍであっ
たため修正するもの。

― 〇 ― 60頁

防災安全課
【7-5】危機管
理体制の充実
化

⑵

【主な取組】
④防災機能の確保
・消防施設、設備、資機材などの整備
・消防水利の整備（貯水槽の耐震化、消火栓の更新など）
・防災備蓄倉庫の整備
・避難所の環境改善

【主な取組】
④防災機能の確保
・消防施設、設備、資機材などの整備
・消防水利の整備（貯水槽の耐震化、消火栓の更新など）
・防災備蓄倉庫の整備
・避難所の環境改善（福祉避難所の充実、要配慮者の円滑な利用の確保など）

避難所の環境改善の具体的な取組
を追記するもの。なお、福祉避難所
の充実については、市長公約に掲げ
られている。

〇 〇 ― 61頁

【計画目標】
①スポーツツーリズム等による交流人口の拡大や地域経済の活性化を推進します。

【主な取組】
①スポーツツーリズム等の推進
・全日本トライアスロン皆生大会、皆生・大山 SEA TO SUMMIT等アウトドアスポーツイベントの
開催支援
・全国健康福祉祭（ねんりんピック）、ワールドマスターズゲームズ等各種大会の開催支援
・スポーツ大会及び大学生等の合宿の誘致
②スポーツを通じた地域活性化
・スポーツ関連事業者との連携によるまちづくりの推進
・アジア国際ユースサッカーの実施等スポーツを通じた国際交流の推進
・公民館活動をはじめとする地域におけるスポーツ活動への参加の促進
・ガイナーレ鳥取や島根スサノオマジック等地域のスポーツチームの応援の促進

市長公約「7-3スポーツ関連事業者と
の連携によるまちづくりの推進」を追
加するもの。

〇 ― ― 54頁

中間改訂内容

【6-2】スポーツ
を通じた地域
の活性化

スポーツ振興課
⑴
⑵

【計画目標】
①スポーツツーリズム等交流人口を拡大する活動を推進します。

【主な取組】
①スポーツツーリズム等の推進
・全日本トライアスロン皆生大会、皆生・大山 SEA TO SUMMIT等アウトドアスポーツイベ
ントの開催支援
・全国健康福祉祭等各種大会の開催支援
・スポーツ大会及び大学生等の合宿の誘致
②スポーツを通じた地域活性化
・アジア国際ユースサッカーの実施等スポーツを通じた国際交流の推進
・公民館活動をはじめとする地域におけるスポーツ活動への参加の促進
・ガイナーレ鳥取や島根スサノオマジック等地域のスポーツチームの応援の促進
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【改訂事由種別】　　(１) 【計画目標】の見直し　　(2) 【主な取組】の見直し　　(3) 【数値目標】の見直し　　(4) 【関連計画】の追加

担当課
まちづくりの
基本方向

改訂
事由

現行 改訂後（案） 改訂理由
選挙
公約

重点
課題

社会
情勢

まちづくり
ビジョン
該当頁

クリーン推進課
【7-8】環境保
全活動の推進

⑶

【主な取組】
①４Rの推進
・環境教育・環境学習の充実及び市民や事業者に対する適切な啓発の実施
・ごみの分別の徹底及び再生利用（リサイクル）の推進、ごみ焼却灰の再生利用

 


【主な取組】
①４Rの推進
・環境教育・環境学習の充実及び市民や事業者に対する適切な啓発の実施
・ごみの分別の徹底及び再生利用（リサイクル）の推進、ごみ焼却灰の再生利用

令和3年2月に第4次一般廃棄物処
理基本計画（計画期間：令和3年度
～令和7年度）を策定し、各年度の目
標値を設定したため見直すもの。
※R3実績：905g/人・日 ― ― ― 64頁

⑴
⑵

【計画目標】
①循環型社会の構築にむけて、４Rを推進します。
②中海の湿地環境保全と再生を図り、賢明な利用を促進します。
③公害対策と身近な環境問題の適切な問題解決に取り組みます。

【主な取組】
①４Rの推進
②中海の湿地環境の保全・再生と賢明な利用の促進
③公害対策と身近な環境問題の適切な問題解決

【計画目標】
①脱炭素社会の実現を目指した取組を進めます。
②循環型社会の構築にむけて、４Rを推進します。
③中海の湿地環境保全と再生を図り、賢明な利用を促進します。
④公害対策と身近な環境問題の適切な問題解決に取り組みます。

【主な取組】
①脱炭素先行地域としての取組推進
②４Rの推進
③中海の湿地環境の保全・再生と賢明な利用の促進
④公害対策と身近な環境問題の適切な問題解決

令和３年２月に第２次米子市環境基
本計画の策及びゼロカーボンシティ
の表明、令和４年４月に脱炭素先行
地域選定、令和3年2月に地球温暖
化対策実行計画(事務事業編)の改
定を行ったことに伴い、主な取組の
追加及び数値目標の修正を行うも
の。
※部局の重点課題4：地球温暖化対
策の取組の推進にも該当 〇 〇 〇 64頁

⑵

【主な取組】
③公害対策と身近な環境問題の適切な問題解決
・生活環境（水質・騒音・振動・悪臭）にかかる調査・分析及び指導等の実施
・ヌカカによる被害の軽減対策
・管理不全の土地やペットに関する指導等による環境衛生の維持

【主な取組】
③公害対策と身近な環境問題の適切な問題解決
・生活環境（水質・騒音・振動・悪臭）にかかる調査・分析及び指導等の実施
・ヌカカによる被害の軽減対策
・管理不全土地に起因する問題の発生抑制及び指導等の実施
・動物愛護と適切な管理に向けた意識啓発及び支援策の実施

・管理不全土地やペットに起因する
問題に対するニーズが高まってきて
いることから、それぞれの問題に積極
的に取り組むことを明記した。※選挙
公約「３－６動物愛護活動への支援」
該当

〇 ― 〇 64頁

下水道企画課

総合的な生活排水対策の推進
※4部「図表7：まちづくりの基本方向とSDGsとの関連」
　⇒　1項目
     6「安全な水とトイレを世界中に」

総合的な生活排水対策の推進
※4部「図表7：まちづくりの基本方向とSDGsとの関連」
⇒　6項目
　 　3「すべての人に健康と福祉を」
　　 6「安全な水とトイレを世界中に」
　　 7「エネルギーをみんなに　そしてクリーンに」
　　12「つくる責任　つかう責任」
　　14「海の豊かさを守ろう」
　　17「パートナーシップで目標を達成しよう」

71頁追加

・3 「すべての人に健康と福祉を」
下水道は、公衆衛生の確保という役割を果たしており、ター
ゲット3.9水質汚染による疾病の減少に貢献している。
・7 「エネルギーをみんなに　そしてクリーンに」
令和3年度から下水処理の過程で発生する消化ガスを利用し
た発電を実施しており、ターゲット7.2及び7.3再生可能エネル
ギー割合の増加やエネルギー効率の改善率の増加に貢献し
ている。
・12「つくる責任　つかう責任」
下水処理の過程で発生する汚泥を分解し消化ガスを取り出す
ことにより汚泥量を削減し、さらに汚泥は100％リサイクルして
いるほか、消化ガスを利用した発電も行っており、ターゲット
12.5再生利用・再利用による廃棄物の発生削減に貢献してい
る。
・14「海の豊かさを守ろう」
　下水処理は処理水の放流先となっている公共用水域の水
質保全の役割を果たしており、ターゲット14.1海洋汚染の防止
に貢献している。
・17「パートナーシップで目標を達成しよう」
　令和５年度から、処理施設の運転維持管理について、地域
連携方式による包括的民間委託を導入することとしているほ
か、令和3年11月に地方共同法人下水道事業団と下水道施
設再構築事業支援に係るパートナーシップ協定を締結するな
ど、ターゲット17.17効果的な公的、官民パートナーシップを推
進している。

≪その他≫　まちづくりの基本方向とSDGsとの関連　

環境政策課
【7-8】環境保
全活動の推進

中間改訂内容
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